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学校名 茨城大学 
個人・ 
グループ名 

松本 亮，雲宮 有一郎， 

佐久間 博志，渋谷 洋之，

田口 直人 
作品名 

吸ってわくわく♪ 
バキューム成型機 

 

【利用方法】 
� 中学校の技術や小中学校の理科などにおける体験学習教材として 
� 地域で開催される小中学生対象の工作教室などの教材として 
� その他，幼児児童向けの触る絵本・立体図鑑，重複障害幼児児童生徒用の触覚教材，社会科の立体地図教材，

算数・数学科の図形教材，理科の立体実験図，など多様な用途が考えられます 

作品例１ 
（製品設計のモデル品の製作） 

 

製作構造図 
作品例２ 
（模型を利用しての型の製作） 

 

【製作の動機・背景】 
身近な材料であるプラスチックを取り上げ，子供たちに材料の

性質や成型方法を教えたいと思い，この作品を企画・製作しまし

た。製作から材料の特徴や加工法を知り，関心を持たせることが

できます。 
産業におけるものづくりで使用されている成型機を参考に安価

で学校の教師にも製作・授業実践可能なものを目指し教材の開発

を行いました。 

【教材の工夫点】 
� 小中学生がプラスチックの成形を体験できるよう簡単な仕組みにし，可視化できるようにすることで子供たち

にとって驚きがあるものを目指し教材の設計・製作を行いました。 
� 折りたたみ式にすることによって加工・製作工程を簡略化したとともに，子どもたちがより安全に取り組める

ように設計しました。 
� 身近な家電製品である掃除機を吸引器として代用し真空成形を可能にしました。また，真空性を高めるために

クッション材を取り付けました。 
� 産業で使用されている真空成形機は高額であり大きいため，できるだけ安価に製作し，教師が作ることができ

るよう，ホームセンターや 100 円ショップで入手することのできる材料を使用しました。主に木材を使用して

製作しました。 
� 使用目的に合わせて（製作品の大きさや体験者の年齢など），2 種類のバキューム成型機を考案しました。実際

に授業や体験学習を行うことのできるように指導マニュアルを作成しました。 

 “青少年が科学技術に親しむ環境づくり”を目的に

開催された「青少年のための科学の祭典・ひたちな

か大会（茨城県）」に出典しました。学生が子どもた

ちと一緒に作品例２のようなストラップを製作しま

した。当日は延べ 200 人の子どもたちが足を運んで

くれました。体験を通して子どもたちはプラスチッ

ク加工にとても興味・関心を持ってくれました。 

科学の祭典当日の様子 
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